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平成 21年度 SGST第３回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 21年 8月 21日(金) 16：00～18：00 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ３階講義室  
出席者：久保，小塩（名城大），後藤，永田（名工大），山田，北根，石川（名大），鈴木（愛工大），

木下（岐阜大），村瀬（愛知県），野田（中日本HW.E），杉山（杉山設計事務所），安藤（富士 E），
大内（オリ C），藤澤（新三重 C），山本（サクラダ），藤原（トピー），加藤，佐藤（中日本Ｃ），
岩瀬，村瀬，吉嶺（日車） ,尾関，織田，武藤，小塚，大倉，中川，加藤，松村（瀧上） 

30名(敬称略)   
 

2．定期研究会（鈴木担当幹事） 

講演者：16:00～17:30 小野口氏、中垣氏、野村氏（愛知県 知多建設事務所 都市施設整備課 
講演項目：「発注者の悩み・施工設計会社への要望」 
 
講演内容 
講演「発注者の悩み・施工設計会社への要望」： 
（主）半田常滑線の事業概要および発表における対象橋梁（上部工：鋼 4径間連続箱桁橋、鋼

2 径間連続箱桁橋、鋼製ラーメン橋脚（P2 剛結構造）、ケーソン基礎）についてのご説明を頂い
た。予算における分割発注の課題として、結果として製作業者と架設業者が異なり、品質、工程、

製作材と架設材の区分、責任の所在に留意の必要があるとのご説明を頂いた。また、これらの課

題への対策としての構造形式、設計思想の整理、施工計画の検討で設計と施工の差異を解消する

方法や事例のご紹介を頂いた。 
 
本発表については参加者の関心も高く、活発な質疑応答が行われた。 

以上// 
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平成 21年 8 月 21 日 SGST 第 3 回定期研究会 

 

講演題目：「発注者側の悩み・施工設計会社への要望」 

 

講演者：愛知県知多建設事務所 都市施設整備課 都市施設整備グループ 

課長補佐 小野口 勝久氏 

同主査 中垣 智  氏 

同主任 野村 拓哉 氏 

 

講演要旨： 

 愛知県知多建設事務所において現在事業中の主要地方道半田常滑線成岩高架橋（仮

称）工事は、平成２２年度末の工事完成・供用開始を目標にしている。本路線は二級河

川神戸川と併走し、JR武豊線や工場地帯と近接することから、現場には様々な制約が

あり、施工条件が厳しい。 

  さらに、工事発注も予算の制約等から分割発注を余儀なくされ、複数の業者が下部

工、上部工を施工しているとともに、JR 武豊線跨線部・近接部の架設工事については J

R 東海に委託しており、架設ヤードが輻輳し、施工分界点での調整や業者間の工程調整

も困難なものとなっている。 

  このような状況の中、現場で実際に起こっている事象とそこから生じる問題点や課

題をご紹介するとともに、当該現場を通して、発注者側の立場から施工会社並びに設計

会社へ要望したい事柄について報告する。 
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